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3つの進化ポイント

従来より高く評価されている口腔外科用マイクロモーターシステム「Surgic Pro」は、

動作性、安全性、ワイヤレスによるネットワークの拡張性を兼ね備え、「Surgic Pro2」へ進化しました。

Surgic Proの基本性能を向上させるだけでなく、さまざまなデバイスとの接続により、

術者の操作性と安全性が向上し、効率の良い施術をサポートします。

Go beyond.
Surgic Pro2

OPERABILITY WIRELESS
EXTENSIBILITYSAFETY
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X-SG20L X-SG20ML

約2 mm

高演色LED 従来品のLED

重心

Surgic Pro2

Surgic Pro

61.5 mm

81.9 mm

110 g*2

121 g*2

*2モーターコードを除く

ディスプレイに調光を10段階で調整可能な大型のバックライト付きLCDパネルを採用す
ることで、視認性が向上しました。 また、直感的でわかりやすいアイコンにより、スムーズ
な操作が可能です。高感度タッチパネルにより、手術用のグローブを使用しているときでも

ストレスなく操作できます。

視認性と操作性に優れた大型液晶パネル

高演色LEDを使用することで、治療中の血液や歯肉の視認性が向上
します。

視認性が向上した高演色LED

新設計のイリゲーションポンプは、静かで安定した注水を実現します。

イリゲーションチューブのセットアップもシンプルで簡単に行えます。

静かでスムーズな
新設計のイリゲーションポンプ

ナカニシ独自のマイクロモーター技術により、従来と比べ、モーターの

サイズと重量を大幅に削減しました。モーターが小さくなり、 重心が
よりハンドピースのヘッドに近くなったことで、ハンドリングがしやす

くなり、治療時の操作性が大幅に向上しました。 

操作性の向上と
コンパクトで新しいモーター

術者のニーズを最優先しSurgic Proの操作性を
さらにアップグレード。

OPERABILITY

長さ

20.4 mm 小型化
重さ

11g 軽量化
*1従来品と比べ

*1 *1

ミニヘッドで様々なサージカルガイドに対応可能な標準セットのハンドピース

*標準セットハンドピース　ライト付：X-SG20ML　ライト無：SG20M

標準セットのハンドピースは従来品よりヘッドサイズが約2mm小さくなりました*。 これにより、ドリリング時のサージカルガイドにも十分対応可能です。
また、術者の視野が大きく確保でき、口腔内へのアクセス性も大きく向上。さらに、患者の開口時の負担を大きく軽減することが可能となり、快適な施術を

サポートします。

写真提供：小川歯科
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非接触でのISQ値の測定。
インプラントやアバットメント

に影響はありません。

Osseo 100+は、インプラントの安定性を非接触で測定し、ISQ値（インプラントの安定指数）
を表示します。これによりインプラントの荷重時期を歯科医師が判断できるようになる為、

インプラント治療における施術計画に役立ち、術者をサポートします。

安全なインプラント治療計画をサポートする
ISQ測定器「Osseo 100+」

ナカニシ独自のハンドピースキャリブレーション機能（AHC：Advanced 
Handpiece Calibration）により、施術で要求される正確なトルク値を出力します。

使用するハンドピースのベアリングやギアの摩耗状況により、設定したトルク値と実際

に出力されるトルク値の間にズレが生じます。AHC機能はこのズレを補正し、正しい
トルク値を維持します。

正確なトルク補正による、安全な治療をサポート
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施術で要求される正確なトルク値を維持するAHC（Advanced 
Handpiece Calibration)機能と、ISQ測定器 「Osseo 100+」を
組み合わせることで、インプラント治療をより安全に進めることが
可能になります。

SAFETY
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ISQ値(インプラント安定指数)とは、インプラントの安定性を、1～99の数値で表したものです。このISQ値が高いほど安定性が高く、低いと安定していないことが分かります。 
Osseo 100+では非接触で測定することができる為、インプラント等に不必要な衝撃を与えず測定することが可能です。 インプラント埋入時と荷重前のベースライン値を取得
することにより、インプラント治療の施術計画の判断材料となります。

60 70
•単冠修復
•1回法
•即時荷重

•リスクのあるISQ値 •1回法または2回法
•部分修復

安定度 低 安定度 高

※以下参考文献 1, 3, 4, 5, 6より

※以下参考文献 1, 2, 3, 7, 8より

本機は“安定性の測定のために使用できる医療機器です”。 ISQ値は目安であり、臨床において例えばインプラントの安定性を数値によって保証しているものではございません。
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様々なデバイスとのワイヤレス接続により、インプラント治療の数値データの管理ができ、
シームレスで効率的な治療をトータルサポートします。

Surgic Pro2

iPad

ISQ値測定の3ステップ

2.1. 3.

ISQ測定器「Osseo 100+」は、ISQ値を簡単な手順で測定でき、
インプラント荷重時期の計画を立てることができます。また、

Bluetooth®を使用することでSurgic Pro2と接続することが
可能です。

さらにSurgic Pro2を介してiPadと接続することで、測定され
たISQ値を、iPadに表示しデータの共有や管理、保管することが
可能です。測定するインプラントをiPad上で選択し、それぞれ測定
することにより、部位毎に分けて測定データを管理することが

可能です。

ISQ測定器「Osseo 100+」とのリンク

VarioSurg 3
超音波ボーンサージェリー
システム

Osseo 100+
ISQ測定器

ワイヤレス
フットコントロール

WIRELESS EXTENSIBILITY

1. マルチペグをマルチペグドライバーでインプラントに装着します。

2. Osseo 100+の先端より、磁気パルスを発振。 マルチペグとの共振周波数を測定し、安定性を数値で表示します。

3. ISQ値がディスプレイに表示されます。 これは、ISQ値の安定性レベル（1～99）を反映しています。 ISQ値が高いほど、インプラントの安定性が高いというこ
とになります。

iPad®は、アメリカ合衆国およびその他の国々におけるApple Computer,Inc. の登録商標です。 08Surgic Pro207 Surgic Pro2
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● 注水量選択ボタン

● プログラム選択ボタン

● 回転方向選択ボタン● スピードコントロールペダル

*オプション品
リンクスタンド2
(Surgic Pro2 × VarioSurg 3専用)

*オプション品
リンクモジュール

iPadに専用アプリケーションをインストールし、Surgic Pro2と接続する
ことで、回転速度やトルク値などの詳細なデータをリアルタイムで表示し、

そのデータを保存することもできます。

また、Surgic Pro2を介し、Osseo 100+に接続すると、ISQ値のデータ
を保存することも可能になります。

iPadとのリンク

ワイヤレスフットコントロールとのリンク

リンクスタンド2を使用することで、2つのユニットを安全に積み重ねた
設置が可能。設置スペースを節約することができます。

Surgic Pro2 × VarioSurg 3の
専用スタンド

Surgic Pro2は、リンクモジュールを使用することで、ナカニシの超音
波ボーンサージェリーシステム「VarioSurg 3」と簡単にBluetooth®
リンクすることができます。それにより、2つのユニット操作を1つの
フットコントロールで操作することが可能になります。

簡単な操作で2つのシステムを切り替えることができ、スムーズに作業
を行うことが可能です。

超音波ボーンサージェリーシステム
「VarioSurg 3」とのリンク

Bluetooth®接続により、ケーブルの長さを気にせずに最適な位置を選
択できます。 フットコントロールは前モデルより軽量化され、位置変更
が容易。 IPX8の耐水性もあり、術者は治療に専念することができます。
フットコントロールの上部にある3つの選択ボタンは術者の用途に合わ
せてカスタマイズ*できる仕様となっています。
電池残量が少なくなると、コントロールユニットの液晶パネルのフット

コントロール表示箇所が点滅してお知らせします。

*出荷時は「注水量選択ボタン」、「プログラム選択ボタン」、「回転方向選択ボタン」の設定と
なっております。
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